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論 文 内 容 の 要 旨

 目 的

 脳神経外科領域においては頭痛は頻繁にみられる症状

である．頭痛の出現様式が，頭蓋内病変の局在と何らか

の相関があるとするならぽ，頭痛は重要な診断価値をも

つ症状となり得る．著者はこのような観点から，頭蓋内

限局性病変として脳腫瘍に着目し，腫瘍の局在部位と頭

痛の出現様式との相関を検討した．さらに，二二撮影時

の頭蓋内空気の局在部位と頭痛の発現部位との関係につ

いて研究を行なった。

 対象と方法

 対象は脳腫瘍患者80名，および診断の目的で気脳撮影

が行なわれた患者71名の計151名である，

 脳腫瘍患者80名について，初発症状，主訴，頭痛の有

無・局在・時間的経過について調べ，腫瘍の病理組織

像，局在部位と頭痛発生率・出現部位との関係を検討し

た．

 脳脊髄液圧を測定し，頭蓋内圧勧進が頭痛に与える影

響を調べた．

 気遣撮影は，髄液を排除することなく，5ml～10m豆

の空気を注入し，X線撮影を行なった．空気の局在部位

を確認するのと併行して，空気注入後5分以内に頭痛の

局在，性質等を問診した．

 結果の要約ならびに結論

 1 脳腫瘍における頭痛

 1．対象とした脳腫瘍患者80例中66例（83％）に頭痛

がみられ，そのうち限局性頭痛50例（76％），全汎性頭痛

16例（24％）であった．

 2．テント上腫瘍では，、脳腫瘍の部位と頭痛の出現部

位とが一致したものは，前頭部腫瘍20例中3例，側頭部

腫瘍10例中1例の計4例のみであった．頭頂部腫瘍で

は，腫瘍の部位に一致した限局性頭痛はみられなかっ

た．

 3．テント下腫瘍では，12例中11例（92％）に頭痛が

出現し，全例後頭部痛を呈した．11例中5例は前頭部痛

をも伴っていた．

 4．テント下腫瘍で後頭部痛に前頭部痛が加わる場合

は，herniationのalarm signである可能性が大きい．

 5．視交叉部およびその近傍腫瘍（20例）では，前頭

部痛が多く（8例），ついで眼窩深部痛（4例）がみられ

た．

 6．頭痛を訴えた全脳腫瘍患者のうち，腫蕩の局在と

頭痛出現部位とが一致したものは19％である．

 7，頭痛の局在部位は脳腫瘍の局在診断セこは役に立た

ないようである．

 皿 気脳撮影時の頭痛

 1．5駕nl～10mlの空気注入による気脳撮影では，71

例中32例（45％）に頭痛が出現した．

 2． くも膜下腔には空気が存在せず，第4脳室，第3

脳室にのみ空気が存在する13例では，頭痛は出現しなか

った。

 3． くも膜下腔には空気が存在せず，第4脳室，第3

脳室および側脳室に空気が存在する25例では9例（36

％）に頭痛が出現した．前頭部痛および頭頂部痛4例と

側頭部痛が1例であった．
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 4・脳底部くも膜下腔にのみ空気が存在する15例では

11例（73％）に頭痛がみられ，11例中10例は前頭部痛ま

たは眼窩深部痛を呈した．これは視交叉部およびその近

傍腫瘍の場合の頭痛の発現部位と類似している．

 5．大槽にのみ空気が存在する6例では4例（67％）

に頭痛がみられ，4例中3例が後頭部痛で，1例が前部

痛であった．

 6．脳室系には空気がみられず大脳円蓋部のくも膜下

腔に広汎に空気が存在する7例では5例（71％）に頭痛

がみられ，全例全汎性頭痛を呈した．

 7．第4脳室，第3脳室およびくも膜下腔にも空気が

存在する5例では3例（60％）に頭痛が出現し，頭頂部

痛，眼窩深部痛および耳の痛みが観察された．

 8．大脳円蓋部および脳底部のくも膜の刺激は高率に

頭痛をひきおこす．脳底部くも膜の刺激は，多くの場合

前頭部・眼窩深部の痛みをひきおこし，大槽の刺激は後

頭部痛をひきおこす．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，頭蓋内刺激部位と頭痛発現部位との関係を追究し，

上価値ある論文である．

頭痛発現機序の一端を解明した学問
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